
板橋区の部活動改革

1STステージ；実践研究モデルとしてのいたばし地域クラブの立ち上げ

2NDステージ；部活動地域移行推進ビジョン2030の策定

3RDステージ；持続可能体制の模索

～2023年度

2024年度～

～2022年度
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1stステージ；実践研究モデルとしてのいたばし地域クラブの立ち上げ

有志によるSTART
↓

思いの共有作業
↓

モデル事業の具現化

２



作業部会

1 ブランド・マネジメント検討部会

2 「新しい活動」事務局機構検討部会

3 アンケート企画・作成・実施・分析部会

4 Ｐ１（単一実施困難種目・近隣校合同実施）検討部会

5 Ｐ２（枠外新種目実施）検討部会

6 Ｐ３（モデル校単独実施）検討部会

教育委員会が地域クラブ
を運営するのに必要な
事務システム

情報収集と分析

女子サッカー

e –スポーツ

１校を丸ごと地域移行

インナーブランディング
＆

事業アイデンティティ－
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2023年5月14日～ 活動開始

４



2ndステージ；「部活動地域移行推進ビジョン２０３０」の策定

誰のために 何を したいのか
↓

地域移行か 地域連携か
↓

実現のための戦略
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2024年3月 策定

６



１ 会長 関東学院大学経済学部教授 青柳 健隆

２ 副会長 関東学院大学経営学部准教授 岡部 祐介

３ 委員 板橋区体育協会専務理事

４ 委員 板橋区文化団体連合会事業副部長

５ 委員 板橋区青少年委員会会長

６ 委員 区立中学校コミュニティ・クール委員会 委員長

７ 委員 区立中学校PTA連合会 副会長

８ 委員 区立小学校PTA連合会 会長

９ 委員 区民公募委員

１０ 委員 教育委員会事務局次長

１１ 委員 地域教育力担当部長

１２ 委員 区民文化部長

１３ 委員 小学校長会会長

１４ 委員 中学校長会会長

区立中学校部活動地域移行検討会議 委員
（任期；令和5年4月～令和6年3月）

策定過程；
第1回 4月21日 「策定方針説明」
第2回 8月21日 「骨子案検討」
第3回 10月23日 「素案検討」
第4回 1月10日 「原案検討」

部活動に対する意識調査（Web調査）
⑴教員調査
対象者；554名
回答者：188名
期 間；令和5年7月14日～9月12日

⑵生徒調査
対象者；9,343名
回答者；4,021名
期 間；令和5年10月13日～12月4日

⑶保護者調査
対象者；9,601名
回答者；1,675名
期 間；令和5年10月20日～11月6日
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第１部 板橋区立中学校部活動地域移行推進ビジョン2030

序章 板橋区立中学校部活動地域移行推進ビジョン2030 の策定にあたって
１ ビジョン策定の背景
⑴ 部活動改革実施の背景
⑵ 部活動改革実施の目的
２ 板橋区立中学校部活動の現状
⑴ 部活動の設置状況
⑵ 部活動の活動状況
⑶ 部活動に対する教員・指導者の状況
⑷ 部活動の廃部、創部の状況
３ 部活動に対する意識調査結果
⑴ 調査の概要
⑵ 調査結果の分析
⑶ 各調査の集計結果概要
４ 学校部活動における課題
⑴ 持続可能性への懸念
⑵ 生徒の成長機会
⑶ 活動の過熱化
⑷ 生涯スポーツ社会・生涯学習社会の醸成

第１章 板橋区立中学校部活動地域移行推進ビジョン2030
１ めざす将来像
２ 子どもたちへのメッセージ
３ 第一次目標（直近のマイルストーン）
４ 重点戦略
５ 計画期間
６ ビジョンの位置づけ
７ 推進体制
８ 推進方針

第２章 部活動改革の取組にあたっての課題
１ 取組にあたっての主な課題

第２部 板橋区立中学校部活動地域移行実施計画2025

第１章 板橋区立中学校部活動地域移行実施計画2025 の策定にあたって
１ 計画の位置づけ
２ 計画期間

第２章 重点戦略と取組
１ 取組一覧
２ 取組の紹介
重点戦略１ 行政による地域クラブの推進
重点戦略２ 地域連携の活用
重点戦略３ 地域展開の環境整備
共通項目

全体の構成
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（誰のために 何を したいのか）

めざす将来像

区立中学校の部活動を学校教育から社会教育分野へ地域移行し、

すべての人々が、多様な分野で、多様な価値観で、

生涯にわたり、スポーツや文化芸術、学問に親しめる第三の居場所をもち、

人生を豊かに過ごすことができるまち

９



（誰のために 何を したいのか）

⑴ 生徒視点のアウトカムイメージ

放課後や週末に、家庭や学校とは別の居場所として、スポーツや文
化芸術、学問に親しむことができる活動の場を見つけることができま
す。

そこで、好きな数だけ、自分に合った方向性で、成長する機会を誰も
が得ながら希望する種目・分野の活動に取り組みます。

その取組は、人とのつながりを含めて生涯にわたり、続けることがで
きるものとなります。
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（誰のために 何を したいのか）

⑵ 教員視点のアウトカムイメージ

学校部活動での指導がなくなり、自身の人生をより豊かにするような
週末の過ごし方ができるようになります。

そのため、自身の選択で、地域クラブ活動に参加することも可能です。

多様な知見と心のゆとりを得られ、充実した気力をもって、生徒一人
ひとりに向き合い、学校生活を楽しみに満ちたものにしていきます。
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（誰のために 何を したいのか）

⑶ 生涯スポーツ社会・生涯学習社会視点のアウトカムイメージ

区内各地域で行われるスポーツや文化芸術活動では、新しい仲間と
して中学生を受け入れることで、多様な世代の交流が生まれます。

多様な参加者を得られた板橋区のスポーツや文化芸術、学問の活
動は、より活発になり、人生１００年時代を生きる区民の豊かさの源
泉となります。
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（地域移行か 地域連携か）

学校部活動

地域連携

実施主体：学校
指 導 者：教員
実施場所；学校
実施単位；各学校
会 費 ；無料（指導料相
当）

実施主体：上記に同じ
指 導 者：部活動指導員等

地域等民
間の指導者
実施場所；上記に同じ
教員兼職；不可
実施単位；上記に同じ
会 費；上記に同じ

学校教育の一環（教育課程
外）

（従来の）学校部活動

地域連携による学校部活動

広義の地域移行

地域クラブ活動

いたばし地域クラブ
（行政による地域クラブの運営）

既存のスポーツ・文化芸術等活動
（地域展開の環境整備）

実施主体：板橋区教育委員会
指 導 者：地域等民間の指導者
実施場所；原則学校
教員兼職；可能

実施単位；自由（学校単位からは脱
却）
会 費 ；月額2,000円

実施主体：各民間団体
指 導 者：地域等民間の指導者
実施場所；各団体が手配
教員兼職；可能
実施単位；各団体の自由
会 費 ；各団体が定める額

社会教育（学校教育外）

中長期的に
展開

13



（実現のための戦略）
部活動地域移行協議会協議会

部活動改革教員向け説明会

学校部活動地域移行
中学生サミット

部活動地域移行
シンポジウム

第1回 令和５年７月２７日
２８日

８月 １日

第２回 令和５年１２月１５日
１ ９日

区立中学校
校長会

区立小学校
校長会

令和４年１１月１日

令和６年８月２０日

第1回 令和６年８月２２日

区スポーツ協会

総合型地域
スポーツクラブ

区文化団体
連合会

部活動
顧問教諭
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（実現のための戦略）
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3ndステージ；持続可能体制の模索

戦略の実行
↓

完全地域移行のコスト
↓

公費でも自己負担でもない道探し
↓

持続可能な体制とは
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（戦略の実行）

種 目

サ
ッ
カ
ー

バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル

バ
レ
ー
ボ
ー
ル

ソ
フ
ト
テ
ニ
ス

卓
球

バ
ド
ミ
ン
ト
ン

野
球

剣
道

陸
上

区内部員数
（男女合計）

417人 950人 433人 824人 301人 954人 370人 123人 416人

学校数 20校 22校 13校 19校 8校 20校 19校 6校 14校
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部活動の
運動部種目

区立中学校
全体（22校)

誰もが
主人公

いたばし地域
クラブの
新クラブ

地域移行成功のカギはステークホルダーに「新しい価値」を提供できるか

リーグ戦方式 ｱﾌﾀｰﾏｯﾁﾌｧﾝｸｼｮﾝ オールスター戦

教員の兼職兼業 学び続ける指導者

（戦略の実行）
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（完全地域移行のコスト）

部活動指導員 44名

勤務日数時間 年間 225日／740時間

報酬額 1時間 2,000円（その他期末手当あり）

配置イメージ 1校につき2名 区内全22校に44名

当初予算総額 107,584,000円（その他費用含む）
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（公費でも自己負担でもない道探し）

～  部活動支援プラットフォーム ～ 

アプリ事業会社 株式会社O社（仮称） 

【生徒】専門的な指導を受けられる。 

【学校】教員の負担を軽減できる。 

事業経費の全面支援 

管理責任者として、
３人程度の教員顧問

をローテーションで
配置する。 

・元オリンピアン 
・ゲストアスリート 

・陸上協会指導者 
・学生ボランティア 

部活動管理システムの開発 ／ クラファンサイトの開設 etc 

誰一人取り残すことのない持続可能な活動ができる中学生の居場所づくりをめざす。 

 

 

 部活動『地域連携
．．

』に係る民間企業との取組  
 

 

 
 

 

 

 

 

 

学校部活動（陸上）  専門指導者の派遣 

【モデル事業】 

新河岸陸上競技場 

教員顧問 

教 育 委 員 会 

SDGs 

外部指導者 

陸上全校合同練習（毎週土曜日） 
～ 今後の展望 ～ 

令和６年度 

令和７年度 
令和８年度 

プラットフォーム企業 
株式会社 P社（仮称） 

指導者派遣 

業務提携 
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